
令和３年度 松阪看護専門学校同窓会「松看会」役員会議事録 

日 時 令和４年 ３月１４（月）１４：００～ 

場 所 松阪看護専門学校 1F 講堂 

出席者 役 員 6/8 名（2 名欠席）                 

評議員  0 名 

                  学校関係者６名 

事 項 

１ 会長あいさつ 

大森会長より同窓会役員会開催の挨拶 

令和４年度は、最終年となり令和５年３月に総会を予定しているため今回協議を行う旨挨拶。 

 

２ 令和 3 年度事業報告、令和 4 年度事業計画（案）について 

令和 3 年度事業報告について説明   

令和 4 年度の事業計画案について説明  

令和 3 年度事業報告、令和 4 年度事業計画案について賛成多数により承認された。 

 

３ 令和 3 年度決算報告及び監査、令和 4 年度予算（案）について 

会計より令和 3 年度決算報告について説明 *決算報告書参照 

令和 4 年度予算案について説明 

会計監査より会計監査で処理が正確であった旨報告 

令和 3 年度決算報告及び監査報告、令和 4 年度予算案について賛成多数により承認された。 

  

４ その他 

  ・総会準備委員会開催方法等について 

   副学校長：令和５年の３月の総会は新旧役員が交代になるため、評議員も全員出席という方

向ですすめる。コロナ禍の影響も考慮しズーム等の参加も検討していく。 

総会の準備をするにあたって評議員と連絡が付くように準備をしなければならない。令

和５年度からの役員は９回生～１２回生の中で担うことになる。 

会長：卒業生の情報について、学校とも情報共有させていただけるとありがたい。 

教員：年数がかなり経っているので学校としても把握できないのが現状、評議員が現状をわ

かっていることが多いのではないか。役員の候補について、提案はできるが評議員に確

認したほうが連絡がとれるのではないか。これから卒業する学生には連絡が取れるよう

に声掛けをしている。 

会長：役員の中から評議員と連絡をとれる窓口になる人を決めたほうがいいのではないか。

３病院に勤めている方に窓口になってもらえるとスムーズにいくのではないか。 

教員：タイムリーに見てもらうのであればラインもあるが。 

副会長：去年もラインの話があったが個人情報の観点からどうするのかという話があった。 

会長：連絡がとれるような窓口の選出をするのはどうか。 

教員：定期的に１年に１回くらいは連絡がとれるようにしてみてもいいのでは。 



１回生と３回生には繰り返しにはなるが連絡をとる、今年ダメなら立ち消えていく。 

ズームに参加してもらってもいいのか。総会の年なのでもう少し周知が必要、そのよう

方法も検討していく必要がある。 

副会長：最終的には病院あてに郵送するか検討する。 

 

評議員と連絡を取る窓口として、副会長、会計、会計監査が窓口となる。松阪中央病院は１３回

生評議員にお願いしていく。 

１８回生の評議員は R4～変更 

令和５年度からの役員は、９～１２回生の評議員の中から選出する。 

 

次回総会準備委員会は５月９日（月）１４時～開催予定、会場は松阪看護専門学校だが、オンラインの

併用も検討する。 

 

・会報発行について 

副学校長：総会は４年に１回、新旧役員の交代と行事、予算の報告をする。 

他の学校等を例にだすと総会では簡単な講演や、総会が終わってからの食事、同窓会報を出してい

るところがある。いま会報の見積もりを学校から依頼している。会報を会員に送ることは難しいか

もしれないが、インターネットにアップする。また、３病院とか医師会に配布予定。会報はコメン

トと写真を用意してもらえればよい。 

会長：今の状況を考えると会食は予想ができないので会報が一つの案であっていいと思う。 

１年かけて実施していく方向で考えている。 

評議員に連絡を取る方法として QR コードを使用したりできないか。 

同窓会の公式ラインの検討していく。 

・その他 

教員：同窓会活動が多忙でない時に同窓会主催で新卒者むけに交流会をして同窓会を身近に感じら

れる機会があればいいと思う。来年度は難しいかもしれないが空いている期間に活動を企画検討

してもらえるとありがたい。 

教員：学生主体でインスタを始めた。「いいね」がたくさんつくと関心もあがるので卒業生からも見

てもらえるように発信をお願いしたい。 

副学校長：教員になりたい卒業生はいないか、教員のなり手がいない。学校から教員研修に行っても

らうことは可能なのでご紹介をしていただきたい。 

 

・議事録は、本日欠席の役員２名、評議員２２名に郵送。 


